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令和6年度平泉町政策評価の概要 

 

１．評価の目的 

（１）総合計画の進捗確認  

本町のまちづくりの基本方針として総合計画で定める「つながりを力に」、「新たな

魅力を力に」、「歴史・文化・自然の恵みを力に」を基礎とした各施策の取組について、

毎年度決算時に成果や課題、達成状況などについて評価を行います。  

 

（2）効果的・効率的なまちづくりの推進  

達成状況及び課題等を検証し、その評価結果を政策に適切に反映させることにより、

効果的かつ効率的なまちづくりを推進します。 

 

（３）意識の共有  

本町の現状を認識し、本政策評価を通じて、目標や抱える課題を共有することで、

職員一人ひとりが目指すべき方向性を意識し、事業の改善や新規立案につなげます。 

 

２．評価の対象 

第６次平泉町総合計画前期基本計画に掲げる６つの政策（基本目標）及びこれに属す

る32の基本施策と、基本目標を達成するための取組を具体化した125の主要施策を対

象としています。  

なお、令和6年度施策評価における評価対象年度は令和5年度となります。 

 

３．評価の方法 

担当部署ごとに「目標指標の進捗状況」、「施策の推進を構成する事業」の成果、課題及

び今後の方向性から「総括評価」を行い、その評価結果を踏まえて、６つの政策（基本目

標）ごとに総合的な評価を行います。 

施策ごとの総括評価（施策評価）は、政策の推進を構成する事業の成果から「S」、「Ａ」、

「Ｂ」、「Ｃ」の４区分により評価して集約し、最終的に６つの政策（基本目標）の進捗状況

（政策評価）として、「順調」、「概ね順調」、「やや遅れ」、「遅れ」の４区分で評価しています。 
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４．政策評価結果の活用 

（１）政策評価結果の公表  

基本目標における主要施策ごとの評価結果に加え、その結果を踏まえた政策別の

総合評価について、「令和6年度平泉町政策評価結果」としてまとめて公表します。  

 

（２）政策評価結果の反映  

政策評価結果は、今後の実施計画作成及び予算編成過程を通じて、次年度以降の

政策等に反映し、予算編成につなげていきます。 

 

【政策評価におけるＰＤＣＡサイクルの考え方】 

 

 

５．政策評価の結果 

政策評価では６つの政策項目中、「順調」が2項目（33.3％）、「おおむね順調」は４項目

（66.7％）、「やや遅れ」と「遅れ」はありませんでした。 

また、施策評価では、32の施策項目（延べ53部署）中、「予定を大幅に上回る成果

（S）」はなく、 「予定通り（A）」が32部署（60.4％）、「おおむね予定どおり（B）」が19部

署（35.8％）、「遅れ」が2部署（3.8％）でした。 

 

計画【ＰＬＡＮ】 

・主要事業の策定 

計画【ＰＬＡＮ】 

→主要事業の策定、 

予算編成 

改善【ＡＣＴＩＯＮ】 

→政策評価をもとに  

事業を改善・立案 

 

実行 【DO】 

→施策の推進を構成

する事業の実施 

評価 【ＣＨＥＣＫ】 

→政策評価の実施 
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第６次平泉町総合計画前期基本計画における 

「６つの政策」及び「32の施策」の体系と評価結果  

政策（基本目標）名 

（〇印の数字は構成する基本施策名） 
評価結果 評価部署 

１．一人ひとりの個性や生きがいを大切にし、 

町民参加で進める協働のまち 
おおむね順調 まちづくり推進課 

 

①  子どもの教育の充実 
B 教育委員会 

B まちづくり推進課 

②  生涯学習・社会教育の推進 B 教育委員会 

③  生涯スポーツの推進 C 教育委員会 

④  移住・定住の推進 B まちづくり推進課 

⑤  町民参画のまちづくりの推進 
B まちづくり推進課 

Ｂ 総務課 

⑥  持続可能な行財政運営の推進 

Ａ 総務課 

Ａ 議会事務局 

A 税務課 

B まちづくり推進課 

B 教育委員会 

２．いつまでも健やかに 

暮らし続けられるやさしいまち 
順    調 まちづくり推進課 

 

①  保育・子育て支援の充実 

A 子育て支援課 

Ａ 町民福祉課 

A 教育委員会 

②  地域福祉の充実 B 町民福祉課 

③  高齢者福祉の充実 Ａ 保健センター 

④  障がい者（児）福祉の充実 Ｂ 保健センター 

⑤  保健・医療の充実 
B 保健センター 

Ａ 子育て支援課 

⑥  社会保障制度の充実 Ａ 町民福祉課 

３．新たな時代の流れをつかみ、 

にぎわいと活力を生み出すまち 
おおむね順調 まちづくり推進課 

 

①  農業の振興 A 農林振興課 

②  農山村環境の保全 B 農林振興課 

③  観光の振興 

Ｂ 観光商工課 

Ｂ まちづくり推進課 

A 総務課 

④  商工業の振興 A 観光商工課 

⑤  働く場の充実 
A まちづくり推進課 

A 観光商工課 
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政策名（〇印の数字は構成施策名） 評価結果 評価部署 

４．支え合いの心でつくる安全・安心なまち 順    調 まちづくり推進課 

 

①  消防・救急体制の充実 A 総務課 

②  地域防災力の強化 
Ｂ 総務課 

Ａ 建設水道課 

③  防犯・生活安全の向上 

A 町民福祉課 

Ａ 総務課 

A 観光商工課 

④  交通安全の推進 
A 町民福祉課 

Ａ 建設水道課 

⑤  道路の整備 Ａ 建設水道課 

５．環境と調和した快適で美しいまち おおむね順調     まちづくり推進課 

 

①  上下水道の整備 Ａ 建設水道課 

②  住宅・市街地・公園の整備 
A 建設水道課 

Ｂ まちづくり推進課 

③  地域公共交通の充実 A まちづくり推進課 

④  環境保全の推進 
B 町民福祉課 

C まちづくり推進課 

⑤  空き家対策の推進 
Ａ 建設水道課 

Ａ まちづくり推進課 

⑥  情報環境の充実 

Ａ まちづくり推進課 

Ａ 総務課 

Ａ 町民福祉課 

６．歴史と文化を継承し、交流と創造が花開くまち おおむね順調 まちづくり推進課 

 

①  世界文化遺産の保存と活用 Ａ 世界遺産推進室 

②  文化財の調査研究の推進 Ｂ 文化遺産センター 

③  芸術・文化の振興 Ｂ 文化遺産センター 

④  景観の保全・整備 A 建設水道課 

構成施策の評価区分は、次のとおりです。 

Ｓ：目標を大幅に上回る成果をあげている（達成率 150％以上） 

Ａ：施策等の取組が予定通り進んでいる(達成率 90％以上） 

Ｂ：施策等の取組がおおむね予定通りに進んでいる（達成率 70％以上 90％未満） 

Ｃ：施策等の取組が遅れている（達成率 70％未満） 
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政 策 １ 

一人ひとりの個性や生きがいを大切にし、 

町民参加で進める協働のまち 

基本目標 

幼児教育・学校教育の質をさらに高めるとともに、本町に生まれ育ったことに誇りと愛

着を持つことができるよう、「平泉学」学習を行い、未来にはばたく教育を進めます。 

 また、すべての町民に対して生涯学習や社会教育、スポーツの充実を図り、町民一人ひと

りの個性や生きがいを大切にし、本町で生きることに喜びと誇りを持つことができる取り

組みを進めます。 

さらに、まちの新たな担い手を確保するため、移住・定住を促進するとともに、町民と行

政が共に手を取り合いながら主体的に考えるまちづくりを推進します。 

 

総合評価 おおむね順調 

政策を構成する 

６施策（12部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  0部署 

【A：予   定   通   り】  ３部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  ８部署 

【C：遅          れ】  １部署 

「予定通り」が３部署、「おおむね予定通り」が8部署、「遅れ」

が1部署でした。施策の成果指標については、町内体育施設の

利用者数や移住支援施策を利用して移住した転入者数などは

目標に届いていませんが、図書館利用者数や各種委員会等に

おける女性登用率などは目標を達成し、町民参画のまちづく

りを「おおむね順調」に進めました。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「おおむね順調」に推進しました。 

特に、平泉町学習交流施設「エピカ」の活用による「生涯学

習・社会教育の推進」や、税徴収率の向上などによる「持続可

能な行財政運営の推進」が順調に推移しており、引き続き取り

組みを継続していきます。 

また、学校の学習環境の整備やコミュニティ・スクールの導

入による「子どもの教育の充実」や、地域おこし協力隊の活用

などによる「移住・定住の推進」は、その成果が現れてきてお

り、今後も重点的に取り組みを継続していきます。 

「遅れ」となった「生涯スポーツの推進」は、体育館が新型コ

ロナワクチンの集団接種会場になったことが影響しています

が、今後は町スポーツ協会と連携しながら町民が気軽にスポ

ーツに親しむことができる環境づくりを目指していきます。 
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政 策 ２ 

いつまでも健やかに暮らし続けられるやさしいまち 

基本目標 

本町の未来を担う子どもは町の財産であることから、本町で安心して子どもを生み育て

ることができる地域づくりを進めます。 

 また、地域における支え合いの精神のもと、安心して地域で生活を営んでいくことができ

るように地域福祉、高齢者福祉、障がい者（児）福祉の充実を図ります。 

 さらに、町民が健やかに生活していけるように保健・医療の充実を推進し、少子高齢化が

進行してもすべての町民が生涯にわたって元気にあらゆる活動ができる環境づくりに取り

組みます。 

 

総合評価 順調 

政策を構成する 

６施策（9部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  ０部署 

【A：予   定   通   り】  6部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  3部署 

【C：遅          れ】  0部署 

「予定通り」が6部署、「おおむね予定通り」が３部署でした。

施策の成果指標については、各種がん健診受診率などは目標

に届いていませんが、放課後児童クラブ利用者数や平泉いき

いき百歳体操活動団体数、医療的ケア児に対する関連分野の

支援を調整するコーディネーターの配置人数などは目標を達

成し、あらゆる世代が健康で安心して生活できるまちづくり

を「順調」に進めました。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「順調」に推進しました。 

特に、子育て世代包括支援センターや放課後児童クラブな

どによる「保育・子育て支援の充実」や、平泉いきいき百歳体

操活動や認知症サポーター養成などによる「高齢者福祉の充

実」が順調に推移しており、引き続き取り組みを継続していき

ます。 

また、福祉サービスの充実や相談支援体制の強化による「地

域福祉の充実」や、障害者地域生活支援事業や医療的ケア児

に対するコーディネーターの配置による「障がい者（児）福祉の

充実」、妊娠前・妊娠期・産後の支援や特定健診・がん検診等に

よる「保健・医療の充実」は、その成果が現れてきており、今後

も重点的に取り組みを継続していきます。 
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政 策 ３ 

新たな時代の流れをつかみ、にぎわいと活力を生み出すまち 

基本目標 

農業については、収益性の向上や新たな担い手の確保、農産物のブランド化などの多様

な取り組みを行い、基幹産業である農業の一層の振興を進めるとともに、生産基盤の充実

や持続可能な農山村環境づくりを進めます。 

また、観光は世界遺産登録から10年が経過することから、観光客のニーズを捉えながら

観光資源のブラッシュアップや掘り起こしによって、さらなる誘客とリピーターの獲得に取

り組みます。 

商工業については、地元企業への支援を継続していくとともに、平泉スマートインターチ

ェンジを活用した企業誘致や周辺土地における産業の集積を好機として捉えた取り組みを

進めることによって、雇用の拡大や多様な働き方を促進し、働く場の充実を進めます。 

 

総合評価 おおむね順調 

政策を構成する 

５施策（8部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  0部署 

【A：予   定   通   り】  5部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  3部署 

【C：遅          れ】  0部署 

「予定通り」が5部署、「おおむね予定通り」が3部署でした。

施策の成果指標については、森林経営管理制度に基づく森林

整備面積や外国人観光客入込数などは目標に届いていません

が、多面的機能支払交付金取組面積や誘致企業における町民

の新規採用数などは目標を達成し、活力を生み出す産業のま

ちづくりを「おおむね順調」に進めました。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「おおむね順調」に推進しました。 

特に、6次産業化の促進や営農継続農業機械支援などによ

る「農業の振興」や、束稲山麓地域農業遺産推進事業や鳥獣被

害対策などによる「農山村環境の保全」、商工事業者支援など

による「商工業の振興」、スパルタキャンプと連動した志業支援

や誘致企業による町民の雇用などによる「働く場の充実」が順

調に推移しており、引き続き取り組みを継続していきます。 

また、「観光の振興」については、新型コロナの影響により観

光客入込数や宿泊客数は目標を下回りましたが、５類感染症

への移行により回復傾向にあることから、９００年関連イベント

を契機に一層の集客を図るなど、今後も重点的に取り組みを

継続していきます。 
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政 策 ４ 

支え合いの心でつくる安全・安心なまち 

基本目標 

近年の大規模な自然災害の増加や犯罪の巧妙化等の影響によって、安全・安心な地域社

会を構築するためには地域と行政が一体となった取り組みが不可欠であることから、地域

を巻き込んだ防災・防犯体制及び消防・救急体制の充実を図り、安心して生活ができるま

ちづくりを進めます。 

また、交通安全や道路の整備を充実させることによって、快適で安全な暮らしの実現を

目指します。 

 

総合評価 順 調 

政策を構成する 

５施策（９部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  0部署 

【A：予   定   通   り】  8部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  1部署 

【C：遅          れ】  0部署 

「予定通り」が8部署、「おおむね予定通り」が1部署でした。

施策の成果指標については、防災情報配信サービス登録者数

などは目標に届いていませんが、消防水利（消火栓等）の更

新・新設及び修繕数や町道の改良率及び舗装率などは目標を

達成し、防災や道路整備等を通じた安全・安心なまちづくりが

「順調」に進んでいます。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「順調」に推進しました。 

特に、高規格救急自動車の更新や消防水利の整備などによ

る「消防・救急体制の充実」や、町道の改良や橋りょうの長寿命

化計画に基づく修繕などによる「道路の整備」が順調に推移し

ており、引き続き取り組みを継続していきます。  

また、河川の緊急浚渫事業や地域防災計画の更新・ため池

ハザードマップの作成による「地域防災力の強化」や、交通安

全施設等の整備や交通安全活動などによる「交通安全の推

進」は、その成果が現れてきており、今後も重点的に取り組み

を継続していきます。 
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政 策 ５ 

環境と調和した快適で美しいまち 

基本目標 

町民の暮らしを快適でより良いものとしていくため、上下水道や住宅・市街地の整備を

進めるとともに、交通弱者に配慮した地域公共交通の充実を進めます。 

 また、環境負荷の少ない持続可能なまちづくりに向けた環境保全の取り組みを進めると

ともに、近年増加している空き家の対策や新しい時代に対応した情報環境の整備を進めま

す。 

 

総合評価 おおむね順調 

政策を構成する 

６施策（11部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  0部署  

【A：予   定   通   り】  8部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  2部署 

【C：遅          れ】  1部署 

「予定通り」が8部署、「おおむね予定通り」が2部署、「遅れ」

が1部署でした。施策の成果指標については、公園の整備数や

一般廃棄物リサイクル率などは目標に届いていませんが、空

き家・空き地バンク登録件数やマイナンバーカード取得率など

は目標を達成し、環境保全や暮らしの利便性向上などによる

快適で美しいまちづくりを「おおむね順調」に進めました。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「おおむね順調」に推進しました。 

特に、配水管の耐震管への布設替えや合併処理浄化槽設置

補助などによる「上下水道の整備」や、コミュニティバスの運行

などによる「地域公共交通の充実」、空き家バンクなどによる

「空き家対策の推進」、マイナンバーカードの取得促進や自治体

デジタル化推進などによる「情報環境の充実」が順調に推移し

ており、引き続き取り組みを継続していきます。 

また、「住宅・市街地・公園の整備」については、お試し居住

体験事業や町営高田前団地の下水処理施設等の整備など順

調に推移している事業がある一方で、平泉スマートインターチ

ェンジ周辺の土地活用や公園の整備などは目標を下回ってお

り、計画の目標達成に向けて、今後も重点的に取り組みを継続

していきます。 

「遅れ」となった「環境保全の推進」のバイオレジリエンス推

進事業は、事業者の体制再構築に向けて支援していきます。 
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政 策 ６ 

歴史と文化を継承し、交流と創造が花開くまち 

基本目標 

「平泉の文化遺産」は、本町の誇りであり、後世にわたって守り、育て、紡いでいく必要が

あることから、適切な保存に取り組むとともに、その価値を活用したまちづくりを推進しま

す。 

また、町民の生活に潤いが溢れるように芸術文化活動の振興に努め、さらには本町の特

徴的な景観の保全と整備を行います。 

 

総合評価 おおむね順調 

政策を構成する 

４施策（４部署）の 

評価結果 

【Ｓ：予定を上回る成果 】  ０部署 

【A：予   定   通   り】  ２部署 

【Ｂ：おおむね予定通り】  ２部署 

【C：遅          れ】  ０部署 

「予定通り」が２部署、「おおむね予定通り」が２部署でした。

施策の成果指標については、未指定文化財の調査件数や芸術

文化発表事業参加者数などは目標に届いていませんが、景観

パトロール実施回数や文化遺産センター企画展の実施及び展

示品の更新などは目標を達成し、歴史と文化を保全・継承し

ながらその価値を発信するまちづくりを「おおむね順調」に進

めました。 

評価者総括 

（まちづくり推進課長） 

第６次総合計画の目標達成に向けて、基本施策に基づいた

各種施策を「おおむね順調」に推進しました。 

特に、世界遺産拡張登録の取り組みや構成資産の保存修理

事業、郷土の歴史・文化への理解を深める学習などによる「世

界文化遺産の保存と活用」や、景観形成のための支援や普及

啓発活動などによる「景観の保全・整備」が順調に推移してお

り、引き続き取り組みを継続していきます。 

また、町内遺跡の発掘調査や未指定文化財の調査などによ

る「文化財の調査研究の推進」や、郷土芸能祭の開催や芸術文

化団体の後継者育成事業などによる「芸術・文化の振興」は、

その成果が現れてきており、今後も重点的に取り組みを継続

していきます。 

 


